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遺
跡
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土
遺
構
の
概
要

雀
居
遺
跡
は
、
福
岡
平
野
の
東
側
に
位
置
し
、
御
笠
川
の
右
岸
に
広
が
る
遺

跡
で
あ
る
。
初
期
稲
作
疑
耕
で
有
名
な
板
付
遺
跡
の
北
方
二
血
の
位
置
に
あ
た

一
九
七
二
年
ま
で
米
軍
の
板
付

基
地
と
な
っ
て
い
た
。
戦
前
の

地
形
図
に
よ
れ
ば
、
周
辺
に
は

水
田
が
広
が
り
、
微
高
地
が
部

分
的
に
分
布
し
て
い
る
状
況
で

あ

っ
た
。
現
在
は
改
変
さ
れ
、

標
高
五
ｍ
前
後
の
平
坦
地
と
な

っ
て
い
る
。

雀
居
遺
跡
の
調
査
は
、
運
輸
省
の
空
港
整
備
事
業
に
関
わ
る
エ
プ
ロ
ン
増
設

工
事
の
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
前
の
試
掘
調
査
に
よ
っ

て
遺
跡
の
範
囲
は
三
二
〇
〇
〇
ポ
に
及
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
内
、　
一
九
九

一
年
度
分
工
事
範
囲
内
の
一
七
〇
〇
ポ
を
調
査
対
象
と
し
た
。

調
査
の
結
果
、
上
下
三
面
の
遺
構
群
が
検
出
さ
れ
た
。
第

一
面
は
、
標
高
四

・
四
五
ぞ
四

，
一
五
ｍ
を
測
り
、
淡
青
灰
色
ツ
ル
ト
と
褐
色
砂
層
を
基
盤
と
し

て
、
土
坑
六
六
基
、
溝
五
条
、
井
戸
三
基
、
ピ
ッ
ト
四
七
個
が
確
認
さ
れ
た
。

上
坑
は
、
径

一
ｍ
前
後
か
ら
四
ｍ
を
超
え
る
も
の
ま
で
あ
り
、
円
形
、
精
円
形
、

不
整
方
形
、
不
定
形
を
呈
し
、
断
面
は
皿
状
に
窪
む
。
井
戸
は
、
素
掘
り
の
も

の
と
井
筒
に
曲
物
を
用
い
る
も
の
と
が
あ
る
。
溝
は
、
南
東
か
ら
北
西
に
流
れ

る
自
然
流
路
と
、
北
西
―
南
東
方
向
、
西
南
西
―
東
北
東
方
向
を
と
る
二
条
の

区
画
溝
が
あ
る
。
区
画
溝
は
、
幅

一
・
八
ｉ
三

・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
○

・
三
ｍ
前
後

で
あ
る
。

第
二
面
は
、
標
高
四

。
一
五
ｉ
三

・
六
五
ｍ
で
、
水
田
跡
と
活
が
確
認
さ
れ

た
。
黒
色
粘
質
上
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
畦
畔
、
足
跡
が
よ
く
残

っ
て
お
り
、

畦
畔
は
Ｔ
宇
状
に
接
合
し
て
い
る
。
溝
は
幅

一
六

・
三
ｍ
の
大
溝
で
、
東
南
か

ら
北
西
側
に
流
れ
て
い
る
。
西
岸
に
は
護
岸
用
の
杭
列
が
二
七
ｍ
に
わ
た
っ
て

検
出
さ
れ
た
。

遺
物
の
出
土
量
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
整
理
用
ョ
ン
テ
ナ
三
二
箱
分
で
あ
る
。

第

一
面
の
土
坑
及
び
溝
か
ら
は
、
灰
化
し
た
米
や
麦
と
と
も
に
内
黒
及
び
黒
色

の
土
師
器
が
多
く
出
上
し
て
い
る
。
滑
石
の
石
鍋
片
が
奴
点
、
輸
入
青
白
磁
は
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ご
・く
少
量
出
上
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
木
筒
は
、
第

一
面
の
北
西
か
ら
南
東

方
向
を
と
る
区
画
溝
の
底
か
ら
出
土
し
た
。
自
然
流
路
で
は
木
製
品
の
残
り
が

良
好
で
、
建
築
部
材
、
曲
物
、
機
織
具
の
複
、
斎
串
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

第
二
面
の
大
溝
か
ら
は
土
師
器
、
曲
物
、
横
櫛
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
内
黒
土
師
器
椀
の
外
底
部
に

「天
上
」
と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
る
。
時

期
は
、
第

一
面
が

一
〇
ぞ

一
一
世
紀
、
第
二
面
が

一
〇
世
紀
に
属
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

雀
居
遺
跡
は
、
今
回
が
初
め
て
の
調
査
で
あ
り
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
末
期

の
遺
構
、
遺
物
を
検
出
し
た
が
、
周
辺
の
様
子
が
分
ら
な
い
の
で
遺
跡
の
性
格

を
判
断
し
に
く
い
。
第

一
面
で
は
、
区
画
溝
と
共
に
柱
穴
を
検
出
し
た
が
、
建

物
と
し
て
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

遺
跡
の
立
地
す
る
旧
席
田
郡
に
は
、
『
和
名
抄
』

に
よ
れ
ば
平
安
期
に
石
田
、

大
国
、
新
居
の
三
郷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
兵
部
省
式
諸
国
駅
伝

馬
条
に
は
、
筑
前
国

一
九
駅
の
ひ
と
つ
に
久
適
駅
が
み
え
、
駅
馬

一
〇
疋
を
常

置
し
て
い
た
。
久
適
駅
は
、
粕
屋
郡
夷
守
駅
か
ら
大
宰
府
に
向
う
途
上
の
駅
で
、

席
田
郡
大
国
郷
に
所
在
し
た
と
さ
れ
る
。
現
段
階
で
は
郡
衝
や
郷
の
確
定
も
で

き
て
い
な
い
が
、
席
田
郡
内
に
は
駅
家
や
郡
衛
、
郷
な
ど
の
関
連
施
設
が
存
在

し
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の
調
査
を
含
め
て
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω

　

□
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ミ
Ｘ
］受
い
ｏ驚

大
文
字
分
を
確
認
で
き
る
が
、
遺
存
状
態
が
悪
く
判
読
で
き
て
い
な
い
。
下

三
文
字
は
や
や
残
り
は
よ
い
が
偏
の
大
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
芳
か
ら
類
推

す
る
と
、
順
に

「陶
」
「汝
」
「治
」
も
し
く
は

「胎
」
か
。
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